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	参加目的：

物性研究における大きな国際会議の１つであり、低温物性で最大規模のLT25において、近年発見されたシリコンの点欠陥に起因した異常物性を紹介し、この系で重要な強相関・強結合状態を考慮した微視的理論に関するポスター発表を行う事。また、関連分野の先進的知見を得て、本研究の立場が国際的を知り、国外からの視野を得る事。

	会議の状況：

超流動や量子ドットを始め、様々な分野における多くの発表があり、LTの名に恥じぬ盛大な国際会議であった。口頭発表は5会場で並行して行われ、一日当りポスター件数も約300と非常に多かったが、空間的にも時間的にも少々手狭な感がした。ポスターセッションに並行して、極低温を追い求める科学者達のドキュメンタリーが放送されていた。

	成果概要：

ヘリウム液化から100年目に当る本国際会議LT25に出席し、ポスター発表までさせて頂いた事は大変光栄である。シリコン単結晶中原子空孔に起因した極低温における弾性定数異常という実験結果は、最近発見された新しい物理現象である。この異常物性の理解に対し、極低温における電子相関効果・電子フォノン相互作用の重要性を、申請者は理論面から明らかにした。発表では本研究の結果だけでなく、他の実験・理論グループの研究も合わせて紹介させて頂いた。その事もあって、聞きに来て下さった方々とはそれぞれ深い議論が出来たが、多くの方に説明するだけの余裕がなかったのは残念である。

本会議を通して、世界の最先端で活躍する研究者の姿を目の当たりにし、大きな感銘を受けると同時に、その研究者としての姿勢に圧倒された。また、初めて国外へ出て行き、日本とは異なる文化と、それを育む人々と直に触れ合う事が出来たのは、これまでにない大きな経験となった。このような機会を与えて頂いた望月基金の助成に感謝する。


